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１．国内自動車産業の振り返りとその背景

◇  自動車国内生産量と海外生産量比率 ～ その影響考察
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※ 小物以上の部品を想定して算出
※ ＮＡ車のノーマルエンジン、Ｔ／ＭはＡＴを想定
※ Ｕボデーは、車両骨格部品アンダーボデー部品

クルマの電動化に伴う、自動車ダイカスト部品への影響

電動化に移行しても素形材技術が自動車性能に貢献できる部品領域は形を緩やかに変えながら残る



日米防衛機摩擦

日米包括協議
1993～1995年

東京宣言

自工会
国際協調のアクションプラン

日産北米キャントン工場

トヨタ北米TMMC工場

ホンダ北米HCM第２工場

日米自動車交渉

トヨタ中国
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ホンダ中国
広州本田汽車

日産中国
東風日産

◇  自動車国内生産量と海外生産量比率 ～ その背景１ ＜貿易摩擦＞

●完成車両の現地生産化加速

●ユニット・素形材 の現地生産・現地調達加速

▽グローバルに展開できる生産技術開発

▽材料・副資材などの現地調達化（競争力確保）

▽購入部品などの現地調達化（現地企業育成）

自動車産業ではグローバル生産展開が前提となり海外でも展開できる生産技術が必須になってきた

貿易摩擦の影響

１．国内自動車産業の振り返りとその背景

その背景１ ＜貿易摩擦＞



◇ 自動車国内生産量と海外生産量比率 ～ その背景２ ＜世界情勢＞

１．国内自動車産業の振り返りとその背景

世界情勢の変化による影響も非常に大きかったことから 為替変動 に強いモノづくり構造が必要になった

●日本製品・ユニットの海外での競争力低下

●ユニット・素形材 の現地生産・現地調達加速

▽右肩上がりの投資計画見直し

▽固定費負担軽減の為の事業縮小・見極め

▽合理的内外製の見極めなどによる固定費圧縮

世界情勢の影響

リーマンショック（急激な株価下落）

急激な為替変動（急激な円高）

その背景２ ＜世界情勢＞



◇ 自動車国内生産量と海外生産量比率 ～ その背景３ ＜自然災害＞

１．国内自動車産業の振り返りとその背景

自然災害などの天災にも強いサプライチェーンの確立/調達弾力性の確保に対する課題が浮き彫りに

熊本震災

タイ大洪水

東日本大震災

●材料・素形材 における調達自由度の確保

●グローバルでのサプライチェーンの見直し（BCP)

▽グローバルでの同質性確保（相互補完性確保）

▽生産変動に強い供給・生産弾力性の確保

▽強固な相互支援体制の実現（半導体不足）

自然災害での影響

その背景３ ＜自然災害＞



１．国内自動車産業の振り返りとその背景

● 自動車国内生産量と海外生産量比率推移の背景と影響

＜貿易摩擦＞ 自動車産業ではグローバル生産展開が前提となり 海外展開可能な生産技術 が必須に

＜国際情勢＞ 世界情勢の変化による影響も非常に大く 為替変動・変化 に強いモノづくり構造 が必要に

＜自然災害＞ 自然災害などの 天災にも強いサプライチェーンの確立  / 調達弾力性の確保 が必要に

出口戦略として    商品としての       “MADE  IN  JAPAN  PRODUCT” ブランドの創出と

 モノづくり技術としての “MADE  IN  JAPAN  METHOD” ブランドの創出の

商品・技術の両面からビジネス合理性を追求し、相互理解の元グローバルで普及（国益確保）

環境変化への対応力強化として

   “MADE  IN  JAPAN METHOD” のブランドを守る為、一定枠のブラックボックス化と

グローバルでの相互補完可能なアライアンス・パートナーシップ構築を見据えた開発と事業展開



１．国内自動車産業の振り返りとその背景

２．国内素形材産業における現状の課題整理

３．連携重視の包括的な取り組み



２．国内素形材産業における現状の課題整理

◇  サーキュラーエコノミー ～① 取り巻く環境

培ったリサイクル技術をグローバルで展開していくこと、またこれを加速する構造・材料開発が急務

出典：TOYOTA Sustainability Data Book

2023年7月13日 発表
「自動車の循環設計とELV管理規則」

リサイクル材料使用要件を満足することが販売条件に

欧州委員会(EC) ELV 規制対応



◇  サーキュラーエコノミー ～ ②取り組み事例

様々なアイデアをより多くのパートナー様と一緒に生み出し展開していくことが重要

２．国内素形材産業における現状の課題整理



出典：TOYOTA Sustainability Data Book

321Mt74Mt
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素形材産業が排出するCO2も影響が大きく、排出量“ZERO”に向けたチャレンジが必要

２．国内素形材産業における現状の課題整理

◇  カーボン・ニュートラル ～ LCA視点でのCO2排出比率



２．国内素形材産業における現状の課題整理

◇  労働人口の確保 ～少子高齢化に伴う就労人口構成の変化

(出典)出所：総務省「人口推計」、国立社会保障･人口問題研究所「日本の将来推計人口」、総務省「労働力調査」より三菱総合研究所作成

女性活躍

高
齢
化

働きたいけど
重筋作業は大変！

もっと長く
働き続けたい！

危ない

きつい

きれい

気持ちいい

素形材産業の労働環境の改善による人に優しく、魅力ある職場づくりが急務



２．国内素形材産業における現状の課題整理

● 差し迫った課題には個社対応では難しい課題が山積

サーキュラーエコノミー

カーボンニュートラル ダイバーシティ・魅力ある環境づくり

＜サーキュラーエコノミー＞ 培った 技術のグローバル展開 とそれを加速する 構造・材料開発 が急務に

＜カーボンニュートラル＞ 素形材産業も率先して、 排出量“ZERO”に向けてのチャレンジ が急務に

＜魅力ある労働環境整備＞ 労働環境の改善による 人に優しく、魅力ある職場づくり が急務

材料リサイクル：

OEMだけでなく、素形材産業始め、リサイクル産業（回収モデル）など

ビジネス構造含め包括的な (一定の) ルール化(規格化) の元、秩序あるシステム化で加速

カーボンニュートラル：

   熱源変更や材料・プロセス変更はもちろん 操業形態変更なども視野に入れた対応や

業界内のパートナーシップ・連携を強化し、スケールメリットを活かすことで推進促進

労働環境の改善：

   自働化技術やDXによる生産性向上だけでなく、作業者介入工程が残存する過渡期は

業界全体で協力し従来常識・意識を大きく変え、『人中心の』 工程・設備仕様を拡大



１．国内自動車産業の振り返りとその背景

２．国内素形材産業における現状の課題整理

３．連携重視の包括的な取り組み



３．連携重視の包括的な取り組み

◇  鋳造型技術の振り返り

1980年 1990年 2000年 2010年

倣い加工 数値制御加工 3D-CAD/CAM、直彫り（5軸）加工 グローバル展開、3Dデータ保証

擦り合わせ技能による金型の造り込み 高精度な加工機、測定機による金型造り

加工精度

現調化加速による
日本の型づくり減少

中国

日本金型競争力
・製作面数
・金型ｺｽﾄ

ドイツ

データ 一気通貫
高精度加工機導入

資本力で、高精度
加工機の大量導入

日本人ならではの
丁寧な手仕上げ

バブルの影響で、
一部、台湾・韓国に流出

3Dモデルの
本格運用開始

2012年以降
金型メーカー廃業

▲48％（10年前)

日本金型ﾒｰｶｰ数推移

精度とリードタイムに対し工作機性能頼りではグローバルでの競争力確保は困難



３．連携重視の包括的な取り組み

出典 日経クロステック／日経ものづくり

◇  日本の工作機産業

高精度加工機の海外輸出量はドイツと日本が拮抗、各国のモノづくりの土台となっている



３．連携重視の包括的な取り組み

日本企業の世界競争力はなぜ低下したのか

●「良いものさえつくっていれば売れるんだ」時代の終焉

●世界企業競争力 日本は1992年第１位 ⇒ 2018年第25位

●ドメスティック/インターナショナル/グローバル・マーケッティングの違い

●市場が望む商品・サービスを達成する技術でなければ無価値

●一定の条件が揃えば「安かろう悪かろう」から「安かろう良かろう」に

【出典】 日本企業とグローバルマーケッティング ©SPYDER INITIATIVE lnc.
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自前主義、垂直統合型

クローズド・イノベーション ？

社外連携積極型

オープン・イノベーション ？

国際標準化

オープン・モジュール化 ？

オポチュニティ＆リスク

ブラックボックス化？ガラパゴス化？

◇  日本のものづくり全体の国際競争力

製品技術・生産技術の流出防止 と ガラパゴス化回避の高度なマネジメントが必要



３．連携重視の包括的な取り組み

“マンション型経営” と “長屋経営”

●機能別効率化に阻まれるシナジー効果創出機会

●自工程完結と工程計画における工程削減の工夫と努力

●変化点に対する多角的対応弾力性の確保と相互補完

●東大阪市にみる密度の高い企業集団と共通戦略「まいど一号」

＜Ｄ社＞★●
型材 ６面加工 荒加工 熱処理 仕上加工

仕上磨き
表面処理 組付け

シリンダー

センサー

マニホルド
配管部品 構造部品

規格品

製罐品
冷却パイプ

購入品

機能確認

製品寸法
精度検査

試打ち

＜A社＞ ＜B社＞ ＜C社＞

＜ユーザー＞

＜複数社＞

＜ユーザー＞

仕上磨き

＜Ｅ社＞

型設計 型設計

★★

★ ★ 金型寿命影響因子・工程

★

◆ 金型機能信頼性影響因子・工程

◆ ◆ ◆

★◆

◆● 寸法精度・外観品質影響響因子・工程

◆●
●

●● ●

▲ 生産性(保全性)影響響因子・工程

▲

▲

▲

▲

●

全工程のベストマッチが付加価値の最大化の大前提

◇  アライアンスと連携強度マネージメント

効率化重視の “水平分業” から トータルソリューションを可能とする “包括的複合型垂直統合”へ

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

ものづくり長屋



３．連携重視の包括的な取り組み

● 過去にみる日本のモノづくりの強みと弱みの分析

＜日本ものづくり振り返り＞ 工作機性能頼りではなく 潜在能力を引き出す(付帯含めた)関連技術開発

＜国際競争力に向けて＞ 技術流出防止 と ガラパゴス化回避の為の高度マネジメント

＜アライアンスと連携強度＞ “水平分業” から トータルソリューションを目指す “包括的複合型垂直統合”

戦略的且つ有機的な連携強化 による

トータル・ソリューション（網羅的バリューチェーン）の提案・提供を可能にするアライアンス構築と

相互補完機能・シナジー効果による  新しい付加価値及びサービス提供能力向上

   ガラパゴス化を回避する為の一定範囲での技術共有やクロスライセンスなどを通じ

スケールメリット(協業領域)による競争力向上と独自性・差別化させる 競争領域の高度バランス化

  素形材技術特有の基本現象に関連する複合的要素技術を 包括的・合理的に解決に導く

複数社連合での ターン・キー・ビジネスをイメージした 対応スピードUPと対応の多様化



＜ リマインド と まとめ ＞

出口戦略として    商品としての       “MADE  IN  JAPAN PRODUCT”  ブランドの創出と
 モノづくり技術としての “MADE  IN  JAPAN  METHOD”  ブランドの創出の 両面対応

   “MADE  IN  JAPAN METHOD” のブランドを守る為、一定枠のブラックボックス化と

       グローバルでの相互補完可能なアライアンス・パートナーシップ構築を見据えた開発と事業展開

材料リサイクル ： ビジネス構造含め包括的な (一定の) ルール化(規格化) の元、秩序あるシステム化

カーボンニュートラル ： 業界内のパートナーシップ・連携を強化し、スケールメリットを活かす推進促進

労働環境の改善 ： 業界全体で従来常識・意識を大きく変え、『人中心の』 工程・設備仕様を拡大

戦略的且つ有機的な連携強化

※ あくまでも一つの見方からのご提案に過ぎません。
素形材産業ビジョン策定に当たっての一つの切り口として皆さんのご意見もお聞かせいただけますと幸いです

● グローバルで広く普及させる為の 協業・協力領域 と 競争(差別化)領域 のバランス可能な環境づくり

● トータル・ソリューション（網羅的バリューチェン）の提案・提供を可能にするアライアンス構築と

相互補完機能・シナジー効果による  新しい付加価値及びサービス提供能力向上

● 複数社連合での ターン・キー・ビジネスをイメージした 対応スピードUPと対応の多様化
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